北海道の酪農 

北海道のかなりの面積は広大な農地です。緑の牧場では牛が草を食べています。弟子屈町を訪れる人は、牧場でとれたての味を楽しむことができます。阿寒摩周国立公園のかなりの部分は弟子屈町にあります。

北海道東部の農業 
酪農は弟子屈の第一次産業の1つです。この地域の農家は、北海道が高品質の牛乳、ヨーグルト、チーズ、バターを生産する上で不可欠な存在です。北海道は日本の牛乳生産量の約半分を担っています。

北海道への初期の入植者たちは、牛を飼うのに理想的な環境として屈斜路カルデラを選びました。このカルデラの土壌は肥沃で、夏でも比較的涼しいからです。牛は暑い気候のストレスを受けやすいのですが、この地域の気温はそう高くないため、牛は強く健康でいられるのです。

本物の牧場体験 
弟子屈の牧場の中には、酪農を体験できるところがあります。訪問者は、牛の乳しぼりや餌やり、バターやアイスクリーム作り、トラクターに乗って農場を走る、といったことに挑戦できます。これらの体験のすべては、参加者が牛乳や乳製品の作り方をより深く理解するのに役立ちます。 子どもでも大人でも、晴れた日でも雨の日でも、思い出に残る経験になるでしょう。 

弟子屈にある農場の中には、「酪農教育ファーム」として認証を受けているところがあります。これらの農場は、教育活動を行うのに適切な安全・衛生基準を満たしています。牛から搾った牛乳をそのまま飲むことはできませんが、その朝にその農場で採れた低温殺菌済の牛乳が味わえます。

酪農の発展 
北海道の酪農は、1800年代後半に始まりました。当時の日本政府は、土地を与えて農業開発を推進していました。しかし、日本の新しい開拓地での農業は困難でした。入植者は、木の伐採から開拓を始める必要がありました。北海道の開拓者たちは、木のある土地を開拓するのに、強靭な「輓馬」を使いました。現在この地域に非常に多くの輓馬がいるのはそのためです。特に牛乳を生産するために飼われている品種であるホルスタインは、米国から持ち込まれました。北海道を旅する人は、牧場で草を食べているホルスタインをよく目にすることでしょう。 




